
　

工
業
技
術
博
物
館
は
３
月

17
日
よ
り
、
海
上
保
安
庁
か

ら
譲
渡
さ
れ
た
灯
台
関
連
機

器
の
展
示
を
開
始
し
た
。

　

同
庁
の
海
上
保
安
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
は
、
灯
台
関
連

技
術
の
研
究
に
使
用
し
た
機

器
を
多
数
所
持
し
て
い
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た

貴
重
な
機
器
を
後
世
に
残
し

た
い
と
い
う
意
向
が
あ
り
、

国
立
科
学
技
術
博
物
館
の
推

挙
に
よ
っ
て
、
当
博
物
館
で

動
態
保
存
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。

　

建
築
学
科
の
小
川
次
郎
教

授
、
同
学
科
Ｏ
Ｂ
の
小
林
靖

氏
（kittan studio

主
宰
）

と
池
田
聖
太
氏
（
３
９
１
６

主
宰
）
が
設
計
し
、
小
川
研

究
室
の
学
生
が
協
力
し
た

「
エ
バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
木
材

加
工
場
」
がT

E
C
T
U
R
E
 

A
W

A
R
D

の
最
終
選
考
会

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し

た
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
建

築
・
イ
ン
テ
リ
ア
設
計
者
に

よ
る
空
間
デ
ザ
イ
ン
作
品
を

対
象
と
し
て
い
る
。
今
年
は

８
７
５
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
一
般
投
票
に
よ
っ
て
各

賞
が
選
出
さ
れ
た
。

　

本
加
工
場
は
建
設
会
社
の

木
材
加
工
場
と
し
て
２
０
２

３
年
12
月
、
熊
本
県
甲
佐
町

に
竣
工
。
県
産
の
小
国
杉
を

使
用
し
、
製
材
が
互
い
に
も

た
れ
か
か
る
よ
う
に
支
え
合

う
木
造
レ
シ
プ
ロ
カ
ル
構
造

に
よ
り
、
開
放
的
な
木
造
空

間
を
実
現
し
て
い
る
。
木
造

建
築
産
業
の
さ
ら
な
る
活
性

化
を
目
指
し
、
大
工
の
育
成

や
技
術
力
向
上
を
図
る
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
の
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
災

害
時
に
は
、
地
域
の
一
時
的

な
避
難
所
と
し
て
の
利
用
も

想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

受
賞
に
際
し
小
川
教
授
は

「
皆
さ
ん
の
力
強
い
応
援
に

背
中
を
押
さ
れ
、
こ
こ
ま
で

辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
般
投
票
と
い
う
コ
ン
テ

ス
ト
の
性
質
上
、
今
回
の
受

賞
は
応
援
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
の
『
勝
利
』
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
」
と
謝
辞
を

述
べ
て
い
る
。

海上保安庁から譲渡されたレンズなど32台

新たな100年をつくり、育むため
ご協力をお願いいたします

貴重な灯台関連機器を展示

開設記念セレモニーの点灯式

木材加工場の外観　Photo：くまもとアートポリス

製材が支え合う構造　Photo：YASHIRO PHOTO OFFICE

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
課
題
に
挑
む
高
校
生
を
応
援

フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
の
プ
ラ
ン
に
本
学
賞

建
築
学
科
小
川
教
授
と
Ｏ
Ｂ
が
設
計・

学
生
が
協
力
し
た

斬
新
な
構
造
に
よ
る
木
材
加
工
場
が
受
賞

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
み
ら
い
甲
子
園
埼
玉
県
大
会

空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ

「みらい募金」が叶える、ミライのNIT

「みらい募金」は本学が重点的に取り組む以下の４事業の中から、寄附
者が使途をご指定いただける募金制度です。
■奨学金の制度・拡充
　学業奨励奨学金（2面右上記事参照）、資格等取得奨励金等
■施設・設備の拡充
　教育、研究、学生活動支援のための環境整備
■教育・研究の推進
　ICT教育等、学生の能力開発の推進、SDGs活動の支援等
■その他各事業の推進
　学園全体もしくは埼玉キャンパスにおける各種事業

2024年度は個人、法人合わせて166件、1億72万円余りの寄附をいただ
きました。学園のさらなる発展のために活用させていただきます。

みらい募金の詳細・お申込み
https://nitmb.jp/candomb/

体育館冷暖房装置（2.施設・設備の充実）

放送用機器（2.施設・設備の充実）

2024年度寄附金活用例みらい募金　2024年度対象事業別寄附金額

事業 金額（円） 件数

1.奨学金の制度・拡充 12,110,500 46 

　奨学金 11,822,500 28 

　育英寄附金 288,000 18 

2.施設・設備の充実 21,786,000 11 

　特別寄附金 21,786,000 11 

3.教育・研究の推進 59,752,720 57 

　教育・研究の推進 30,502,720 22 

　研究奨励寄附金 29,250,000 35 

4.その他各事業の推進 7,071,000 52 

合計 100,720,220 166 

　

展
示
さ
れ
て
い
る
機
器
は

回
転
装
置
付
レ
ン
ズ
８
台
を

は
じ
め
石
油
灯
器
３
台
、
ガ

ス
灯
器
５
台
、
光
源
電
球
の

見
本
、
日
光
弁
３
台
な
ど
合

わ
せ
て
32
台
。
こ
の
中
に

は
、
全
国
各
地
の
灯
台
で
実

際
に
稼
働
し
て
い
た
機
器
も

含
ま
れ
て
い
る
。
海
な
し
県

に
所
在
す
る
本
学
に
お
い

て
、
数
量
と
し
て
は
国
内
最

大
級
の
灯
台
関
連
機
器
が
展

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

開
設
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
本
学
と
同
庁
代
表
者
に

よ
る
浮
標
用
灯
具
及
び
Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯
器
を
用
い
た
点
灯
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。
柳
澤
理
事

長
は
「
こ
れ
ら
の
機
器
は
既

存
展
示
の
蒸
気
機
関
車
と
同

様
、
本
博
物
館
を
特
徴
づ
け

る
、
価
値
の
あ
る
展
示
物
と

な
る
だ
ろ
う
」
と
期
待
し

た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
後
、
参
加
者

は
各
機
器
の
機
能
な
ど
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
、
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
見
学
し
た
。

１
５
５
チ
ー
ム
、
６
３
３
名

が
参
加
し
た
。
３
月
９
日
、

上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
最
終
選
考

会
に
は
12
チ
ー
ム
が
進
出
。

企
業
賞
の
１
つ
日
本
工
業
大

学
賞
は
、
県
立
浦
和
第
一
女

子
高
校
「
食
材
、

ゲ
ッ
ト
だ
ぜ
！
」

チ
ー
ム
の
「
パ
ッ

と
ゲ
ッ
ト
で
繋
が

る
子
ど
も
食
堂
～

地
域
の
企
業
×
子

ど
も
食
堂
」
が
受

賞
し
た
。
竹
内
学

長
は
受
賞
理
由
に

つ
い
て
「
フ
ー
ド

ロ
ス
、
経
済
的
弱

者
の
支
援
と
い
う

２
つ
の
問
題
を
掛

け
合
わ
せ
て
１
つ

の
プ
ラ
ン
に
ま
と
め
て
い
る

点
、実
現
可
能
性
の
高
さ
、本

学
の
環
境
活
動
方
針
と
マ
ッ

チ
し
て
い
る
点
を
高
く
評
価

し
た
」
と
説
明
し
た
。

　

選
考
会
後
に
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
、
竹

内
学
長
も
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
た
。
生
徒
た
ち

は
提
案
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
、
交
流
を
深

め
た
。

　

全
国
の
高
校
生
が
チ
ー
ム

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
課
題
解
決
の

ア
イ
デ
ア
を
提
案
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
。
本
学
は
ゴ
ー
ル
ド

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
埼
玉
県

大
会
に
協
賛
し
て
い
る
。

　

今
回
は
県
内
の
高
校
か
ら

日本工業大学賞の浦和第一女子高校のメンバーと竹内学長

ワークショップ

竹内学長（左）から石塚交通部長に感謝状を授与 動態保存された展示品（一部）

通 信
https://www.nit.ac.jp
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状
況
が
あ
る
。

　

４
月
初
回
の
就
職
支
援
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
は
、
学
生
に
早

期
選
考
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
伝
え
た
上
で
、

「
納
得
の
い
く
就
活
」を
す
る

よ
う
伝
え
た
。
就
職
支
援
課

で
は
、
学
部
毎
に
配
置
さ
れ

た
２
名
の
担
当
職
員
が
、
学

生
と
の
個
別
面
談
と
企
業
の

面
談
の
両
方
を
担
当
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
り
、
企
業
と

学
生
の
現
状
を
よ
り
詳
細
に

把
握
し
、
学
生
に
合
っ
た
企

業
の
紹
介
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。ま
た
、昨
年
か
ら
開
催

し
て
い
る「
卒
業
生
座
談
会
」

で
は
、
先
輩
を
通
し
て「
働

く
こ
と
」を
リ
ア
ル
に
感
じ

て
、
目
先
の
条
件
だ
け
で
な

く
、
長
い
目
で
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
を
見
据
え
た
進
路
選
択

を
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
納
得
の
い
く
就
活
」
と

な
る
よ
う
、
就
職
支
援
課
の

サ
ポ
ー
ト
を
是
非
フ
ル
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
。

活
動
を
終
え
て
い
く
。

　

早
期
選
考
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
内
定
が
早
く
出

る
た
め
、
学
生
生
活
の
残
り

１
年
を
研
究
に
集
中
し
て
取

り
組
め
る
こ
と
だ
。
選
考
フ

ロ
ー
の
一
部
が
免
除
に
な
る

こ
と
も
学
生
に
と
っ
て
は
魅

力
的
で
あ
る
。
本
学
の
就
職

支
援
体
制
に
お
い
て
も
各
種

企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
前
倒
し
実

施
す
る
な
ど
、
早
期
化
へ
対

応
を
進
め
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
就
職
支
援
課
で

は
、「
早
期
内
定
」＝「
良
い

就
活
」
と
は
考
え
て
い
な

い
。
早
期
選
考
の

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
選
考
ま
で

の
期
間
が
短
い
た

め
準
備
不
足
の
ま

ま
選
考
に
臨
み
、

結
果
と
し
て
不
採

用
に
な
る
ケ
ー
ス

や
、
少
な
い
選
択

肢
の
中
か
ら
短
期

間
で
決
断
を
し
な

く
て
は
い
け
な
い

　
「
48
・
４
％
」、
こ
の
数
字

は
、
２
０
２
６
卒
学
生
の
３

月
１
日
時
点
で
の
就
職
内
定

率
で
あ
る
（
就
職
み
ら
い
研

究
所
就
職
プ
ロ
セ
ス
調
査
よ

り
）。
３
年
前
の
２
０
２
３

卒
学
生
の
同
日
内
定
率
が

26
％
な
の
で
、
こ
こ
数
年
で

一
気
に
採
用
の
「
早
期
化
」

が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
要
因

の
一
つ
は
、「
夏
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
→
早
期

選
考
」
の
定
着
で
あ
る
。
う

ま
く
活
用
で
き
た
学
生
は
学

部
３
年
、
院
１
年
の
２
月
ま

で
に
内
定
を
獲
得
し
、
就
職

早
期
選
考
に
左
右
さ
れ
ず

納
得
の
い
く
就
活
を

学
部
生
１
１
１
名
、大
学
院
生
24
名
を
認
定

就
職
支
援
情
報

　4月7日、女子新入生向けの防犯セミナーおよび
交流会をスチューデントホールにて開催した。女子
学生の割合が少ない環境の中、同級生・上級生・
教職員との交流を通して、安心で充実したキャンパ
スライフを送れるよう毎年実施している。
　防犯セミナーでは、セコム（株）の講師を招き女
子学生のための防犯対策や護身術についての講演・
実演が行われた。その後の交流会では新入生101名
をはじめ、𠮷野副学長、上野学生支援部長、中尾
学生支援部長補佐、女性教職員と上級生29名の計
133名が参加し、昼食を共にしながら親睦を深めた。
　いずれの取り組みに対しても新入生から好評の
声が寄せられた。今後も女子学生の視点に立った
支援や様々な取り組みを継続的に推進していく。

就職支援ガイダンス（4月）

名
に
給
付
し
、
さ
ら
に
入
試

奨
学
金
と
し
て
６
名
に
20
万

円
を
給
付
、
計
27
名
が
奨
学

金
の
対
象
と
な
っ
た
。

　
「
２
０
２
６
大
学
案
内
」

や
「
受
験
ガ
イ
ド
」
な
ど
、

新
し
い
冊
子
を
ご
希
望
の
方

は
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

大
学
案
内
な
ど
の
資
料

験
生
の
事
務
的
な
負
担
を
軽

減
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
出
願
で

き
る
環
境
を
整
え
た
。

　

昨
年
度
に
設
立
さ
れ
た
指

定
校
奨
学
金
は
、
学
校
推
薦

型
選
抜
（
指
定
校
）
で
合
格

し
、
入
学
後
に
実
施
す
る
プ

レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
に
お

い
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

学
生
に
奨
学
金
を
給
付
す
る

制
度
で
あ
る
。
こ
の
プ
レ
ー

ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
は
、
工
学

を
学
ぶ
上
で
重
要
な
「
物

理
」「
数
学
」「
英
語
」
の
基

礎
力
を
養
う
た
め
に
設
け
て

い
る
習
熟
度
別
授
業
の
ク
ラ

ス
分
け
も
兼
ね
て
お
り
、
本

年
度
は
４
月
２
日
に
実
施
。

そ
の
結
果
、
成
績
上
位
者
に

は
学
費
減
免
と
し
て
１
０
０

万
円
を
７
名
、
50
万
円
を
14

指
定
校
奨
学
金
（
給
付
型
）

21
名
に
給
付

受
験
し
た
場
合
は
、
高
得
点

の
１
科
目
を
合
否
判
定
に
利

用
。
１
０
０
点
満
点
を
２
０

０
点
満
点
に
換
算
す
る
。

◆
一
般
選
抜
英
語
外
部
試
験

利
用

　

出
願
資
格
と
し
て
認
め
ら

れ
る
英
語
外
部
試
験
に

「T
O

E
IC

 B
ridge

」
を
追

加
し
た
。
必
要
ス
コ
ア
は
１

２
９
以
上
。
英
語
に
秀
で
た

受
験
生
の
選
択
肢
が
、
よ
り

一
層
広
が
っ
た
。

◆
編
入
学
試
験

　

手
続
き
の
簡
略
化
を
目
的

と
し
て
、
従
来
の
事
前
審
査

を
廃
止
。
こ
れ
に
よ
り
、
受

◆
出
願
期
間
に
つ
い
て

　

全
入
試
で
試
験
日
お
よ
び

出
願
締
切
日
は
例
年
通
り
と

し
つ
つ
、
出
願
開
始
日
を
早

め
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、受

験
生
が
計
画
的
に
準
備
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◆
共
通
テ
ス
ト
利
用

　

こ
れ
ま
で
数
学
は
「
数
学

Ⅰ
、
数
学
Ａ
」「
数
学
Ⅱ
、

数
学
Ｂ
、
数
学
Ｃ
」
の
２
科

目
を
必
須
と
し
て
い
た
が
、

い
ず
れ
か
１
科
目
で
出
願
が

可
能
と
な
っ
た
。
２
科
目
を

２
０
２
６
年
度
入
試
の
主

な
変
更
点

　

両
奨
学
金
の
認
定
証
授
与

式
が
４
月
21
日
と
25
日
、
５

号
館
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
催
さ
れ
た
。

2025年度 科学研究費助成事業内定
　4月1日、日本学術振興会より本年度科学研究費助成事業の交付内定が通
知され、本学では新規8件、継続33件の研究課題に対し助成交付が内定も
しくは決定された。
　本学教員の研究課題の範囲は、ものづくりの基盤を支える技術、AIやIoT
といったDX関連などの先端技術から人文社会分野に至るまで多岐にわたっ
ている。

令和7年度（2025年度） 科学研究費助成事業　交付決定者・内定者一覧

研究種目 学科 職 研究代表者
氏名

継続／
新規

採択
年度 研究課題

基盤研究（C）共通教育学群 准教授 河住有希子 新規 2025 点字デジタル機器で検索可能な生理学・解剖学の語
彙データベース構築と学習支援

基盤研究（C）共通教育学群 准教授 髙岡　邦行 新規 2025 日本とネパールにおける数学教育の比較研究：外国
人留学生への教科指導の視点から

基盤研究（C）共通教育学群 准教授 梅谷　篤史 新規 2025 拡張殻模型によるダブルストレンジネスを持つ原子核
の生成・構造の高精度分析

基盤研究（C）機械工学科 教授 神　雅彦 新規 2025 摩擦力および界面張力のアクティブ制御および生産
加工への応用に関する研究

基盤研究（C）建築学科 教授 樋口　佳樹 新規 2025 コンポストトイレと傾斜土槽法による災害時における個
別分散排水処理システムの提案

基盤研究（C）データサイエンス
学科 准教授 松浦　隆文 新規 2025 ドローンを用いた情報収集における新しい数理モデル

と最適経路決定法の開発

基盤研究（C）環境生命化学科 教授 新倉　謙一 新規 2025 抗原を内包したポリフェノール-クラウンエーテル超分子
複合体と免疫誘導効果

若手研究 データサイエンス
学科 准教授 伊藤　暢彦 新規 2025 スマート農業時代における群知能アルゴリズムを用い

た生物代替ドローンの飛行制御

基盤研究（C）情報メディア
工学科 准教授 加藤　利康 継続 2024 タンジブル教材を用いたAIリテラシー学習のためのAI

分析による支援システムの展開

基盤研究（C）データサイエンス
学科 教授 𠮷野　秀明 継続 2024 遅延要件の厳しいIoTアプリケーションを実現するため

の最大遅延抑制制御

基盤研究（C）建築学科 教授 那須　秀行 継続 2024 NLT（Nail Laminated Timber）の耐力壁利用に資
する実験と解析および構造設計式の構築

基盤研究（C）建築学科 教授 吉野　一 継続 2024 油煙の粒度分布に基づくグリスフィルタの除去性能試
験法の開発

基盤研究（C）建築学科 教授 木下　芳郎 継続 2024 市街地における社会実験実施時の局所的・広域的
な人の流れの調査と評価方法の開発

基盤研究（C）建築学科 准教授 田中　章夫 継続 2024 高所作業検査の省力化を目的としたサブテラヘルツ波
による複層構造の理解

基盤研究（C）機械工学科 教授 加藤　史仁 継続 2024 塑性変形を与えたPdAu合金膜の水素吸蔵反応機構
究明とデバイス応用に関する研究

基盤研究（C）環境生命化学科 教授 大澤　正久 継続 2024 カチオン性金二核錯体上での分子変換反応

基盤研究（C）環境生命化学科 教授 佐野　健一 継続 2024 細胞透過人工タンパク質による低分子抗がん剤の細
胞内ドラッグデリバリー

基盤研究（C）環境生命化学科 教授 芳賀　健 継続 2024 フォトトロピンを介した緑色光シグナル伝達機構の解明

基盤研究（C）電気情報工学科 教授 木許　雅則 継続 2024 マルチチャネルオーディオに対する電子透かしに基づく
改ざん検知方式

基盤研究（C）ロボティクス学科 准教授 田村　仁 継続 2024 不特定ユーザへ適用可能な深層学習による表面筋電
位を用いたハンドジェスチャ判別手法

基盤研究（C）共通教育学群 講師 齋藤早紀子 継続 2024「魅せたい」自分を表現するための歩行の運動学的
機序の解明

基盤研究（C）データサイエンス
学科 准教授 橋浦　弘明 継続 2024 AI支援ソフトウェア工学に対応したソフトウェアインスペ

クション環境の研究

若手研究 共通教育学群 准教授 山口　剛 継続 2024 学習と記憶との関係性に対するメタ認知の役割の解
明

若手研究 機械工学科 助教 小林　和也 継続 2024 粉体を用いたジェットの動的性質解明及び液体系との
普遍性探究

若手研究 ロボティクス学科 助教 望月　典樹 継続 2024 Motion-Less VRの研究：下肢を対象とした装置の開
発と性能の評価

若手研究 建築学科 助教 深和　佑太 継続 2024 空間特性を考慮した半屋外空間の熱的快適性評価

若手研究 建築学科 准教授 樋口　諒 継続 2024 ギリシャ・ラコニア地方における中後期ビザンティン建
築の寸法体系と工匠の知識伝達

若手研究 情報メディア
工学科 助教 澤田　隼 継続 2024 音響信号の知識を暗黙的に反映した音符列を対象と

した楽器分類モデルの構築

基盤研究（C）共通教育学群 講師 内藤　貴仁 継続 2023 自由ループ空間のディフェオロジカル de Rham コホモ
ロジーの研究

基盤研究（C）環境生命化学科 教授 内田　祐一 継続 2023 多成分酸化物融体中の鉱物相偏在化現象の解明と
有用資源回収技術への展開

基盤研究（C）環境生命化学科 教授 伴　雅人 継続 2023 ダイヤモンド状炭素薄膜を用いたナノプラスチックのヒ
ト神経系細胞への影響調査

基盤研究（C）環境生命化学科 教授 白木　將 継続 2023 酸化物固体電解質を用いた全固体薄膜電池の作製と
その電気化学評価

基盤研究（C）環境生命化学科 教授 池添　泰弘 継続 2023 永久磁石を用いた反磁性物質の磁気浮上デバイスの
開発とその応用

基盤研究（C）ロボティクス学科 准教授 大久保友幸 継続 2023 ロービジョンのための網膜ディスプレイによる歩行支援
システムの開発

基盤研究（C）情報メディア
工学科 教授 杉森　順子 継続 2023 設営と保守を自動化する360度プロジェクションマッピ

ングシステムの開発
挑戦的研究

（萌芽） 建築学科 准教授 箕輪　健一 継続 2023 形状記憶素材を用いた様々な要因に一貫して対応可
能な可変形態架構の開発

基盤研究（B） 情報メディア
工学科 教授 呉本　尭 継続 2022 機械学習を用いた古琴譜の識別及びAIによる自動打

譜の試み

基盤研究（C）機械工学科 教授 桑原　拓也 継続 2022 水で水をキレイにする燃料電池を用いた低温プラズマ
水質浄化装置の高機能化

基盤研究（C）データサイエンス
学科 准教授 松浦　隆文 継続 2022 大規模災害に対する複数ドローンを用いた情報収集

経路問題のモデル構築と解法の開発
学術変革領
域研究（A） 環境生命化学科 准教授 小池　隆司 継続 2021 高度プログラム合成光化学

基盤研究（C）共通教育学群 准教授 河住有希子 継続 2021 グローバル化時代における視覚特別支援教育と日本
語教育の有機的連携に向けた基盤構築

入
試
情
報

学
業
奨
励
奨
学
金
・
大
川
陽
康
奨
学
金

　

学
業
奨
励
奨
学
金
は
学
部

新
２
～
４
学
年
の
学
業
成
績

優
秀
者
を
対
象
と
し
た
給
付

型
奨
学
金
。
前
年
度
１
年
間

の
成
績
が
特
に
優
秀
で
あ
っ

た
エ
ク
セ
レ
ン
ト
・
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
（
Ｅ
Ｓ
）
に

年
額
50
万
円
、
そ
れ
に
準
ず

る
リ
マ
ー
カ
ブ
ル
・
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
（
Ｒ
Ｓ
）
に

年
額
20
万
円
が
授
業
料
減
免

の
形
で
給
付
さ
れ
る
。
今
年

度
、
３
学
部
３
学
年
合
計
の

認
定
者
は
Ｅ
Ｓ
が
33
名
、
Ｒ

Ｓ
が
78
名
で
あ
っ
た
。

　

大
川
陽
康
奨
学
金
は
学
業

成
績
優
秀
な
大
学
院
生
を
対

象
と
し
た
給
付
型
奨
学
金
。

故
大
川
陽
康
前
理
事
長
の
寄

附
に
よ
る
基
金
が
原
資
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
の
認

定
者
は
工
学
研
究
科
全
専
攻

で
24
名
で
あ
っ
た
。

　

竹
内
学
長
は
認
定
者
に
対

し
「
努
力
し
て
頑
張
れ
ば
、

今
回
の
認
定
の
よ
う
に
大
き

な
報
奨
が
あ
る
。
こ
う
し
た

成
功
体
験
を
糧
と
し
て
今
後

の
大
学
生
活
、
社
会
に
出
た

後
も
さ
ら
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

中
尾
学
生
支
援
部
長
補
佐
は

「
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
持
っ

て
い
る
力
が
あ
る
は
ず
だ
。

そ
の
力
を
伸
ば
し
、
世
界
や

未
来
に
繋
げ
て
い
く
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続

け
て
ほ
し
い
」と
期
待
し
た
。

認
定
者
代
表
と
し
て
建
築
学

科
３
年
の
山
口
さ
ん
は
今
回

の
認
定
に
謝
辞
を
述
べ
「
こ

の
認
定
を
機
に
、
よ
り
一
層

勉
学
に
励
ん
で
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

認定者代表・山口さん

学業奨励奨学金認定者（建築学部）と竹内学長

2026年度
大学案内

資料請求

女子学生支援プロジェクト

交流会、防犯セミナーを実施

交流会ではグループに分かれてランチを楽しんだ

※
詳
細
は
受
験
ガ
イ
ド
、
各
募
集
要
項
を
参
照

（
受
験
生
サ
イ
ト
に
７
月
頃
掲
載
予
定
）
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地
域
連
携

Ｎ
Ｉ
Ｔ-

Ｅ
Ｍ
Ｓ 

２
０
２
４　

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
報
告

国
際
交
流

高
校
生
対
象
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す

豊かな発想でデザインされた作品を募集
　今年度も高校生を対象としたデ
ザイン提案のコンテストを開催す
る。提案書で審査するオリジナル
アイデア部門、自由部門の他に、
CADデータを審査する3Dモデリ
ング部門、3Dプリンタの出力物で
審査する3Dプリンタ
造形部門の4部門で作
品を募集する。参加登
録は8月21日まで。

ロボットの製作講習会を実施
　本大会は1インチ角に収まる小
型ロボットを製作し、自律的にコー
スを走行、タイムを競う競技であ
る。参加申込は8月1日～11月29
日、競技結果提出締切は1月13日。
ロボットの製作講習会は送迎バス
が 利 用 可 能 な 本 学
オープンキャンパス
時にも実施予定。

宮沢賢治の物語の家
　建築を学ぶ高校生を対象とした
建築設計競技。今年は「宮沢賢治
の物語の家」をテーマとして作品
を募集。審査は建築家の藤野高志
氏、本学建築学部の勝木祐仁教授、
吉村英孝准教授が担当する。提出
期限は８月29日。審
査結果は９月中旬に
ウェブサイトにて発表
する。

昨
年
度
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
大
幅
に
削
減

花
壇
整
備
や
地
域
活
性
化
に
学
生
が
貢
献

タ
イ
の
工
科
大
学
学
長
が
来
学

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
長
一
行
が
南
イ
ン
ド
視
察

１インチ角のロボットがライン上を疾走

3Dプリンタ造形部門の優秀賞（昨年）

優秀作品はLCセンターに展示

す
る
な
ど
人
材
交
流
が
盛
ん

で
あ
る
。
こ
う
し
た
実
績
に

対
し
サ
エ
テ
ィ
ア
学
長
か
ら

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

提
携
内
容
に
関
す
る
協
議

で
は
竹
内
学
長
か
ら
「
現
状

の
人
材
交
流
の
実
情
に
合
わ

せ
て
、
30
年
以
上
前
に
策
定

さ
れ
た
協
定
内
容
を
見
直
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
の

提
言
が
あ
り
、
今
後
検
討
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
校
か
ら
の
留
学
生
で
機

械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
に
所

属
し
て
い
た
シ
リ

チ
ャ
イ
さ
ん
も
同
席

し
、
今
春
の
博
士
号

取
得
、
本
学
で
の
学

修
や
学
生
生
活
に
つ

い
て
サ
エ
テ
ィ
ア
学

長
に
報
告
し
た
。

　

そ
の
後
一
行
は
工

業
技
術
博
物
館
を
訪

問
。
Ｓ
Ｌ
や
工
作
機

械
を
興
味
深
く
見
学

し
て
い
た
。

工
科
大
学
、
バ
ラ
ニ
高
校
、

ス
リ
サ
ン
カ
ラ
高
校
を
訪

問
。
本
学
の
入
学
条
件
や
留

学
生
の
生
活
環
境
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
特
に
バ
ラ
ニ
高

校
訪
問
時
に
は
、
生
徒
た
ち

に
よ
る
民
族
舞
踏
が
披
露
さ

れ
る
な
ど
、
全
校
挙
げ
て
歓

迎
の
意
が
示
さ
れ
た
。
ス
リ

サ
ン
カ
ラ
日
本
語
学
校
で

は
、
日
本
語
能
力
検
定
試
験

に
向
け
た
グ
ル
ー
プ
学
習
の

様
子
を
見
学
し
た
。

　

い
ず
れ
の
訪
問
先
で
も
生

徒
、
学
生
達
の
日

本
語
学
習
に
対
す

る
興
味
喚
起
に
積

極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
受
講
者

数
も
急
増
し
て
い

る
そ
う
だ
。
交
流

を
継
続
し
て
い
く

こ
と
で
本
学
へ
の

留
学
、
共
同
研
究

な
ど
に
繋
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

３
月
19
日
、
タ
イ
の
キ
ン

グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
ト

ン
ブ
リ
校
（
Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
）

の
ス
ヴ
ィ
ッ
ト
・
サ
エ
テ
ィ

ア
学
長
一
行
６
名
が
本
学
を

表
敬
訪
問
し
た
。

　

本
学
は
同
校
と
１
９
９
１

年
に
提
携
を
結
び
、
交
流
を

続
け
て
き
た
。
特
に
近
年
、

機
械
工
学
科
の
神
研
究
室
で

同
校
か
ら
留
学
生
を
継
続
的

に
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、

同
研
究
室
所
属
の
大
学
院
生

が
半
年
間
同
校
に
短
期
留
学

　

３
月
１
日
か
ら
５
日
に
か

け
て
竹
内
学
長
、
吉
野
副
学

長
、
山
下
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

推
進
室
長
が
南
イ
ン
ド
の
大

学
と
高
校
を
訪
問
し
た
。

　

本
学
は
２
０
１
９
年
以

降
、
国
際
青
少
年
サ
イ
エ
ン

ス
交
流
事
業
を
通
じ
て
各
校

と
交
流
を
続
け
て
き
た
。
今

回
の
訪
問
は
本
学
が
受
入
れ

て
き
た
学
校
へ
の
表
敬
訪
問
、

交
流
進
展
に
向
け
た
意
見
交

換
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

一
行
は
Ｍ
ク
ラ
マ
サ
ミ
ー

万
博
で
見
た
次
の
Ｉｏ
Ｔ

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授　

清
水　

弘

　

万
博
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
多
く
の
パ
ビ
リ
オ
ン

で
、万
博
の
テ
ー
マ
の「
い
の

ち
輝
く
未
来
の
社
会
」
を
、

映
像
や
音
楽
な
ど
を
通
じ
て

体
験
す
る
展
示
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

モ
ノ
が
効
果
的
に
使
わ
れ
て

お
り
、
少
し
大
げ
さ
で
す
が

モ
ノ
の
新
た
な
役
割
が
始

ま
っ
た
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　

万
博
会
場
で
は
、
ま
ず
そ

の
象
徴
で
あ
る
巨
大
な
大
屋

根
リ
ン
グ
が
目
に
入
り
ま

す
。
日
本
の
木
造
建
築
の
歴

史
と
伝
統
を
示
す
も
の
だ
そ

う
で
す
。
リ
ン
グ
は
各
国
パ

ビ
リ
オ
ン
を
囲
ん
で
お
り
、下

は
通
路
で
す
。
資
源
の
限
ら

れ
た
地
球
と
国
の
つ
な
が
り

の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
リ

ン
グ
と
い
う
モ
ノ
の
ア
ピ
ー

ル
力
は
強
い
も
の
で
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
パ
ビ
リ
オ
ン

で
は
、「
オ
ー
ブ
」
と
い
う

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
球
状
の

モ
ノ
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
来

場
者
は
、
こ
れ
に
導
か
れ

様
々
な
映
像
や
音
楽
を
体
験

し
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の

体
験
や
、
他
の
来
場
者
の
体

験
も
全
体
で
見
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
モ
ノ
に

よ
っ
て
、
参
加
意
識
や
全
体

の
一
体
感
が
高
ま
り
ま
す
。

　

印
象
深
か
っ
た
の
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
工
学
の
石
黒
先
生
が

手
が
け
ら
れ
た
、「
い
の
ち

の
未
来
」
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で

す
。
特
に
、
人
が
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
・
ロ
ボ
ッ
ト
を
ア
バ

タ
ー
と
し
て
旅
行
さ
せ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
リ

モ
ー
ト
で
会
話
す
る
展
示
で

す
。
人
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
リ
ア
ル
な
世
界
に
働
き

か
け
、
そ
れ
を
通
じ
て
様
々

に
体
験
す
る
未
来
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
と
モ
ノ
の
関

係
の
あ
り
方
を
、
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
既
に
実
現
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
日
常
生

活
に
広
が
る
可
能
性
を
体
験

で
き
た
こ
と
で
、
将
来
に
お

い
て
も
モ
ノ
が
新
た
な
役
割

を
発
揮
し
続
け
る
と
、
確
信

を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

た
だ
日
常
生
活
で
使
う
に

は
、
過
去
の
時
計
や
メ
ガ
ネ

の
進
化
の
よ
う
に
、
よ
り
一

層
使
い
易
く
な
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。
加
え
て
、
人
、

モ
ノ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

つ
な
げ
る
仕
組
み
が
必
須
で

す
。
特
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
し
た
モ
ノ
が
働
く
た

め
の
、
認
識
や
動
作
は
大
き

な
革
新
が
必
要
で
す
。
こ
れ

は
次
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。

　

万
博
で
は
、
お
年
寄
り
も

ス
マ
ホ
片
手
に
歩
き
回
っ
て

お
り
、
モ
ノ
を
使
い
こ
な
す

可
能
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

反
面
、
行
列
レ
ス
と
い
い
つ

つ
、
そ
こ
ら
で
行
列
が
出
来

て
お
り
、
仕
組
み
構
築
の
難

し
さ
も
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

（左より）竹内学長、シリチャイさん、サエティア学長

バラニ高校の歓迎式で挨拶する竹内学長

　

地
元
宮
代
町
の
第
５
次
総

合
計
画
の
事
業
で
あ
る
「
日

工
大
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」。
本
学
の
最
先
端
の

施
設
・
設
備
の
利
用
、
専
門

教
員
や
学
生
の
指
導
に
よ
る

子
ど
も
た
ち
の
科
学
に
対
す

る
興
味
喚
起
、
自
主
的
な
学

習
姿
勢
の
習
得
を
目
的
と
し

て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
２
月
26
・
27
日
に

宮
代
町
立
小
学
校
４
校
が
参

加
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

環
境
関
連
講
座
を
聴
講
し
、

学
生
環
境
推
進
委
員
会
の
学

生
の
案
内
に
よ
り
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
な
ど
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
環
境
関
連
設
備
を
見

学
し
た
。

　

３
月
６
・
７
日
に

は
町
立
中
学
校
３
校

の
生
徒
が
来
学
。
先

端
材
料
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
の
見
学
、
電

気
分
野
の
実
験
、
植

物
の
細
胞
観
察
、
物

理
実
験
等
を
体
験
し

た
。

　

大
学
の
最
先
端
の

研
究
施
設
や
設
備
を

見
学
し
、大
学
の
教

員
や
学
生
か
ら
直
接
指
導
を

受
け
た
こ
と
は
、児
童
や
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な

体
験
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

先端材料技術研究センタ−で電子顕微鏡体験

　

こ
の
他
の
学
生
及
び

大
学
の
環
境
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

活
動
の
取
り
組
み
は
、

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
環
境
へ
の
取
り
組
み
」

を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
推
進
協
議
会

開
催
報
告

　

昨
年
度
後
期
Ｅ
Ｍ
Ｓ

推
進
協
議
会
を
２
月
に
開

催
。
本
協
議
会
は
半
年
ご
と

に
開
催
さ
れ
、
学
生
環
境
推

進
委
員
と
大
学
の
環
境
推
進

委
員
が
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

活
動
に
つ
い
て
様
々
な
意
見

交
換
を
行
う
場
と
な
っ
て
い

る
。
学
生
側
か
ら
目
下
の
注

力
テ
ー
マ
に
対
す
る
進
捗
や

課
題
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
こ

れ
に
対
し
て
学
長
を
は
じ
め

と
し
た
参
加
者
か
ら
種
々
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
送
ら
れ
た
。

本
年
度
の
活
動
に
向
け
て
大

き
な
動
機
付
け
と
な
っ
た
。

集
落
復
興
支
援
事
業
」
へ
の

参
加
は
２
年
目
と
な
っ
た
。

本
事
業
で
は
、
福
島
県
只
見

町
塩
沢
・
十
島
地
区
の
地
域

住
民
と
協
働
し
て
集
落
活
性

化
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
現
地
訪
問
時
に
は
住
民

向
け
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座
を
開

催
、
11
月
の
本
学
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
地
元
特
産

品
の
販
売
な
ど
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
に
つ
い
て
、

２
月
に
県
庁
主
催
の
報
告
会

で
学
生
代
表
が
発
表
を
行
っ

た
。

に
よ
り
対
応
で
き
る
見
込
み

で
あ
る
。

　

昨
年
度
の
学
生
に
よ
る
主

な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
は
、
新
企
画
「
植
物
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ

る
。
こ
の
企
画
は
、
新
た
な

キ
ャ
ン
パ
ス
緑
化
活
動
と
し

て
、
花
壇
を
作
り
花
や
樹
を

育
て
る
こ
と
で
、
生
物
多
様

性
の
保
全
を
推
進
す
る
も
の

で
あ
る
。
正
面
ロ
ー
タ
リ
ー

東
側
及
び
14
号
館
前
の
２
カ

所
に
花
壇
を
造
園
し
、
学
位

記
授
与
式
で
は
多
く
の
卒
業

生
や
保
護
者
の
写
真
撮
影
を

花
で
彩
る「
映
え
ス
ポ
ッ
ト
」

と
し
て
、
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

学
生
環
境
推
進
委
員
会
を

中
心
と
し
た
、
福
島
県
主
催

「
大
学
生
の
力
を
活
用
し
た

善
、
Ｅ
１-

３
棟
の
空
調
機

の
高
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、

温
対
法
：
埼
玉
県
条
例
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
削
減
目
標
（
基
準

値
７
４
５
０
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
／

年
の
22
％
削
減
）
に
対
し

て
、
39
・
１
％
削
減
（
４
５

３
５
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
）
を
達
成
、

省
エ
ネ
法
目
標
値
（
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
指
標
０
・
５
５
５
）

に
対
し
て
も
０
・
４

８
７
と
下
回
っ
た
。

な
お
、
本
年
度
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
削
減
目

標
は
、
基
準
値
50
％

削
減
と
更
に
厳
し
い

省
エ
ネ
が
要
求
さ
れ

て
い
る
が
、
オ
ン
サ

イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
電
力

購
入
契
約
）
の
太
陽

光
発
電
の
運
用
な
ど

　

昨
年
度
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
活
動
実
績
は
、
年
間

計
画
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ

き
取
り
組
ん
だ
結
果
、
期
初

目
標
を
ほ
ぼ
達
成
し
た
。
特

に
脱
炭
素
に
向
け
た
省
エ
ネ

活
動
で
は
、
９
号
館
照
明
器

具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
フ
ァ
ン
コ

イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
の
性
能
改

EMS推進協議会

整備された花壇は「映えスポット」として人気
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企
業
の
製
造
現
場
で
工
業

高
校
出
身
社
員
の
高
い
技
能

に
感
心
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
工
業
高
校
の
教
員
に
転

職
し
、昨
年
ま
で
、も
の
づ
く

り
の
現
場
を
支
え
る
工
業
技

術
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の

経
験
を
活
か
し
、学
修
支
援

セ
ン
タ
ー
の
活
動
や
授
業
等

で
、皆
さ
ん
が
夢
を
実
現
す
る

た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
ま
で
県
立
高
校
の
校

長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た

が
、
ご
縁
を
得
ま
し
て
、
今

年
度
、
本
学
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
学
修
支
援
セ
ン

タ
ー
で
履
修
や
学
び
・
生
活

に
関
す
る
相
談
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
授
業
は

「
学
修
と
実
工
学
」
を
受
け

持
ち
ま
す
。
高
校
で
培
っ
た

ス
キ
ル
を
活
か
し
て
学
生
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
成
長

を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究

所
で
南
極
観
測
用
の
自
律
型

水
中
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ａ

Ｃ
Ａ
」
を
開
発
・
運
用
し
て

い
ま
し
た
。
観
測
隊
に
は
２

度
参
加
し
、
海
洋
観
測
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を

も
と
に
、過
酷
な
水
中
で「
ロ

ボ
ッ
ト
が
生
き
残
る
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
を
機
械
設

計
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
生
物

模
倣
な
ど
の
幅
広
い
視
点
か

ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
と
い

う
国
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？
15
世
紀
ま
で
地
中
海
の

東
側
に
存
在
し
た
国
で
す
。

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
建
築
を
対
象

に
地
域
性
や
時
代
性
と
い
っ

た
視
点
か
ら
私
は
建
築
の
か

た
ち
と
そ
の
背
景
に
あ
る
意

味
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
世

界
各
地
に
は
日
本
と
は
全
く

異
な
る
建
築
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
面
白
い
建
築
を
私
と

一
緒
に
探
求
し
ま
せ
ん
か
？

　

専
門
は
建
築
計
画
で
、
特

に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
身
体

機
能
等
の
変
化
に
適
応
し
た

住
環
境
や
支
援
体
制
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に

研
究
し
て
い
ま
す
。
研
究
時

は
生
活
者
の
視
点
で
住
居
・

建
築
・
空
間
を
読
み
解
き
、

暮
ら
し
方
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得

て
新
し
い
提
案
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。様
々
な
声
に
耳
を
傾
け
、

学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

専
門
は
音
楽
や
音
声
を
中

心
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
を
人
工

知
能
な
ど
の
技
術
を
使
っ
て

解
明
し
、
新
た
な
メ
デ
ィ
ア

技
術
の
開
発
や
人
間
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
大
学
は
学
び
放
題

の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の

よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
好
奇

心
に
従
い
、
利
用
で
き
る
資

源
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、

貪
欲
に
知
識
と
経
験
を
追
求

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

昨
年
度
末
に
東
京
大
学
大

学
院
に
て
博
士
号
を
取
得

し
、本
学
に
着
任
し
ま
し
た
。

主
な
研
究
分
野
は
情
報
通
信

工
学
で
、
こ
れ
ま
で
狭
帯
域

通
信
を
活
用
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
の
開
発
、
生
成
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
効
率
的
な
デ
ー

タ
伝
送
に
関
す
る
研
究
な
ど

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
実

社
会
で
役
立
つ
技
術
を
創
造

す
る
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
ぜ

ひ
一
緒
に
体
験
し
ま
し
ょ
う
。 　

人
間
が
建
物
の
な
か
で
生

活
す
る
上
で
、
最
も
触
れ
る

時
間
が
長
い
建
築
部
位
は
床

で
あ
り
、
重
力
下
の
地
球
で

は
人
間
は
必
ず
床
と
接
し
な

が
ら
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

当
研
究
室
で
は
、
そ
ん
な

「
床
」
に
関
す
る
研
究
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
人
が
常
に

触
れ
る
床
に
つ
い
て
、
使
用

者
が
よ
り
快
適
に
生
活
で
き

る
よ
う
研
究
に
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
専
攻
博

士
前
期
課
程
２
年
（
吉
村
研

究
室
）
の
黒
川
ひ
な
た
さ
ん

が
３
月
13
日
、
日
本
建
築
家

協
会
関
東
甲
信
越
支
部
の
大

学
院
修
士
設
計
展
に
お
い
て

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
受
賞

　

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

専
攻
修
士
前
期
課
程
２
年

（
伊
藤
研
究
室
）
の
長
谷
川

太
悟
さ
ん
が
３
月
２
日
、
信

号
処
理
学
会
の
「
非
線
形
回

路
、
通
信
、
信
号
処
理
に
関

す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｐ
25
）」
に
お
い
て

学
生
論
文
賞
を
受
賞
し
た
。

　

電
気
情
報
工
学
科
の
平
栗

健
史
教
授
が
２
月
３
日
、
総

務
省
主
催
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
２
４
に
て
令
和
４
～
５
年

度
戦
略
的
情
報
通
信
研
究
開

発
推
進
事
業
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
）
に
お
け
る
研
究
開
発
奨

励
賞
を
受
賞
し
、
研
究
成
果

　

環
境
生
命
化
学
科
の
小
池

隆
司
准
教
授
が
２
０
１
４
年

に
発
表
し
た
論
文
題
目
「
Ru

（
ル
テ
ニ
ウ
ム
）
お
よ
び
Ir

（
イ
リ
ジ
ウ
ム
）
金
属
錯
体

光
レ
ド
ッ
ク
ス
触
媒
に
よ
る

可
視
光
ラ
ジ
カ
ル
反
応
」」

が
、
英
国
の
無
機
化
学
系
学

術
誌
「I

n
o

r
g

a
n

ic 

　

専
門
職
大
学
院
技
術
経
営

研
究
科
の
石
井
宏
宗
教
授
が

３
月
９
日
、
第
22
回
日
本
経

営
実
務
研
究
学
会
全
国
大
会

に
お
い
て
学
術
功
労
賞
の
表

彰
を
受
け
た
。

　

ア
ン
ゾ
フ
マ
ト
リ
ク
ス
と

Ａ
Ｂ
Ｍ
モ
デ
ル
を
組
み
合
わ

せ
て
事
業
収
益
を
管
理
会
計

で
測
定
し
伝
達
可
能
な
モ
デ

ル
を
考
案
し
た
「
Ａ
Ｂ
Ｍ
成

長
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
事
例
研

究
」
と
、
同
科
清
水
弘
教
授

と
の
共
同
研
究
に
よ
る
「
Ｍ

Ｐ
Ｔ-

Ｌ
モ
デ
ル
の
事
例
研

究
」
を
そ
れ
ぞ
れ
３
年
に
渡

り
継
続
。
そ
の
他
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ

部
会
の
創
設
な
ど
中
長
期
的

な
研
究
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　

受
賞
に
際
し
石
井
教
授
は

「
創
造
的
な
研
究
を
コ
ツ
コ

ツ
と
積
み
重
ね
る
事
が
研
究

者
と
し
て
必
要
」と
語
っ
た
。

　

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
２
年
（
瀧
澤

研
究
室
）
の
藤
谷
一
杜
さ
ん

が
２
月
28
日
、
日
本
塑
性
加

工
学
会
の
学
生
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
。
受
賞
研
究
は
「
汎

用
試
験
機
を
利
用
し
た
ロ
ー

プ
式
十
字
形
二
軸
引
張
試
験

装
置
の
開
発
」。

　

従
来
は
高
度
な
専
用
試
験

機
を
必
要
と
し
た
十
字
形
二

軸
引
張
試
験
に
お
い
て
、

ロ
ー
プ
と
滑
車
を
用
い
た
簡

便
な
機
構
で
荷
重
比
を
設
定

で
き
、
専
用
試
験
機
と
ほ
ぼ

作
品
名
は
「
ア
プ
リ
ケ
・

ア
ッ
プ
デ
ー
テ
ィ
ン
グ
～
極

薄
空
間
の
増
設
に
よ
る
旧
城

下
町
で
の
伝
統
産
業
の
継
承

と
現
代
生
活
へ
の
適
応
」。

　

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
効
率

的
な
考
え
方
を
否
定
す
る
こ

受
賞
論
文
は
「
群
知
能
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い
た
受
粉
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン

経
路
制
御
の
た
め
の
変
型
Ｓ

Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｅ
の
提
案
」。

　

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
受
粉

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
飛
行

制
御
に
係
る
消
費
電
力
の
削

減
に
成
功
し
た
。
こ
の
手
法

に
よ
っ
て
１
台
で
従
来
よ
り

も
多
く
の
受
粉
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業

シ
ス
テ
ム
全
般
に
応
用
可
能

で
あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

の
講
演
を
行
っ
た
。

　

研
究
課
題
は
「
移
動
中
継

局
を
用
い
た
次
世
代
超
高
速

伝
送
・
広
域
エ
リ
ア
形
成
の

研
究
開
発
」。
通
信
エ
リ
ア

の
拡
大
と
周
波
数
利
用
効
率

向
上
を
目
的
に
、
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
た
空
中
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
平
栗
教
授
は

「
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
ド

ロ
ー
ン
通
信
の
研
究
成
果
が

評
価
さ
れ
、
表
彰
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思

う
」
と
述
べ
た
。

C
hem

istry F
rontiers

」

の
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し

た
。
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効

活
用
し
た
分
子
変
換
技
術
や

物
質
生
産
技
術
の
開
発
や
発

展
に
つ
な
が
り
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
環
境
調
和
型
社
会
の

構
築
に
役
立
つ
と
期
待
さ
れ

る
。

　

受
賞
に
際
し
小
池
准
教
授

は
「
過
去
15
年
程
の
間
に
本

研
究
領
域
は
急
速
に
進
展
し

た
。
本
論
文
が
そ
の
発
展
に

貢
献
で
き
た
の
な
ら
非
常
に

光
栄
に
思
う
」
と
述
べ
た
。

同
等
の
結
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
簡
易
試
験
装
置
を
開

発
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
産
業
界
で
の

異
方
性
降
伏
関
数
の
利
用
が

拡
大
し
、
プ
レ
ス
成
形
解
析

を
用
い
た
プ
ロ
セ
ス
設
計
を

効
率
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

と
な
く
付
加
的
・
装
飾
的
な

空
間
増
築
の
在
り
方
を
手
芸

の
ア
プ
リ
ケ
に
喩
え
、
軽
快

に
転
化
さ
せ
る
可
能
性
を
示

し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

　

旧
城
下
町
の
よ
う
な
歴
史

的
地
域
で
の
伝
統
的
建
築
と

現
代
的
な
生
活
の
両
立
、
新

旧
が
混
在
し
た
新
た
な
街
並

み
の
創
出
が
期
待
さ
れ
る
。

は
じ
め
ま
し
て
！
４
月
に
着
任
し
ま
し
た

田
村 

直
治 

教
授

山
田 
直
子 
教
授

山
縣 

広
和 

准
教
授

樋
口 

諒 

准
教
授

古
賀 

繭
子 

准
教
授

澤
田 

隼 

助
教

細
沼 

恵
里 

助
教

藤
井 

佑
太
朗 

助
教

学
修
支
援
セ
ン
タ
ー

学
修
支
援
セ
ン
タ
ー

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科

建
築
学
科

建
築
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

建
築
学
科

ミ
ヤ
シ
ロ
ま
ー
ぶ
る

マ
ル
シ
ェ
を
開
催
！

宮代町
だより

254号

　

宮
代
町
を
中
心
に
活
動

す
る
お
店
や
作
家
が
大
集

合
！
「
メ
イ
ド
イ
ン
み
や

し
ろ
推
奨
品
」の
販
売
や
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ラ
イ

ブ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
食
べ
る
・
作
る
・
聴

く
の
楽
し
さ
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
マ
ル
シ
ェ
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

■
開
催
日
時
＝
７
月
５
日

（
土
）
12
時
～
16
時

■
場
所
＝
進
修
館
ロ

ビ
ー
、
芝
生
広
場
ほ
か 

■
問
い
合
わ
せ
＝
産
業
観

光
課
商
工
観
光
・
ふ
る
さ

と
納
税
担
当
０
４
８
０-

３
４-

１
１
１
１

学生活動ピックアップ

無線部
電波を知り、使いこなす。
苦労する分、達成感がある。

※
２
０
２
４
年
度
の
受
賞
記
事
は
当
時
の
学
年
で
表
記
し
て
い
ま
す

　

４
つ
の
永
久
磁
石
を
組
み

合
わ
せ
る
と
、
中
心
の
２
つ

の
磁
石
の
隙
間
で
水
な
ど
の

反
磁
性
物
質
の
浮
上
が
可
能

に
な
る
こ
と
を
、
環
境
生
命

化
学
科
の
池
添
泰
弘
教
授
が

実
証
し
た
。
同
等
の
実
験
を

行
う
に
は
数
千
万
か
ら
数
億

円
の
装
置
が
必
要
と
さ
れ
て

い
た
が
、
本
研
究
の
手
法
で

は
数
百
円
の
永
久
磁
石
だ
け

で
簡
単
に
実
現
で
き
る
。

　

物
体
を
浮
上
さ
せ
る
技
術

と
し
て
超
電
導
、
超
音
波
浮

上
な
ど
様
々
な
技
術
が
開
発

さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど

が
浮
上
位
置
を
制
御
す
る
た

め
の
精
密
電
子
機
器
や
、
極

低
温
・
高
強
度
レ
ー
ザ
ー
な

ど
の
特
殊
な
場
を
必
要
と
す

る
。
本
手
法
で
は
物
体
は
室

温
、
静
的
な
環
境
の
中
で
、

安
全
に
何
日
で
も
浮
上
状
態

を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
さ
ら
に
は
水
、
ガ
ラ

ス
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
な
ど
身
近
な
物
質

に
も
対
応
で
き
、
汎
用
性
が

高
い
。
将
来
的
に
は
宇
宙
実

験
の
予
備
実
験
や
材
料
プ
ロ

セ
ス
の
研
究
な
ど
が
地
上
で

手
軽
に
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
研

究
は
米
国
物
理
学
協
会
の
論

文
誌
へ
の
掲
載
、
応
用
物
理

学
会
の
表
彰
な
ど
学
術
界
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

実験装置のイメージ

　部員は21名（内女性2名）。やは
り電気・情報系学科所属、工業高
校出身者が多数を占めるが、意外に
も未経験者の入部が多い。定期的
な活動は金曜日17時、全部員が無
線室に集まり、個人局や社団局のア
マチュア無線家と交信を楽しんでい
る。部室のほか無線室を2室、専用
大型アンテナを所有し、他大学と比
べてもかなり恵まれた環境だ。
　アマチュア無線連盟のコンテスト
にも積極的に参加。昨年は群馬や神
奈川支部の部門1位、一昨年の全市
全郡コンテストでは部門全国1位を
獲得する快挙を達成した。
　電波や無線、通信機器に興味が
ある、モールス信号を体験したい、
資格取得に活かしたいといった部員
が集い、国内・海外の無線家と交流
しながら技術を磨いている。

無線室の機器はいつでも利用できる

総
務
省
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

研
究
開
発
奨
励
賞

無
機
化
学
系
学
術
誌

優
秀
論
文
賞

日
本
塑
性
加
工
学
会

学
生
奨
励
賞

数
億
円
レ
ベ
ル
の
実
験
を

数
百
円
で
実
現
可
能
に

日
本
建
築
家
協
会

優
秀
賞

信
号
処
理
学
会

学
生
論
文
賞

日
本
経
営
実
務
研
究
学
会

学
術
功
労
賞


